
第５回山ノ内町立小学校統合準備委員会 議事要旨 

 

○開催日時・場所・出席者 

  日 時  令和５年３月９日（木）午後６時００分～７時１６分 

  場 所  山ノ内町役場 ４０１会議室 

  出席者  （委 員） 

委 員 長   原  隆文 （小学校長経験者） 

副委員長   金井 哲也 （町子ども会育成会連絡協議会） 

宮崎 秋之 （南小学校ＰＴＡ会長） 

畔上 元弘 （西小学校ＰＴＡ会長） 

山本 佳史 （山ノ内中学校ＰＴＡ会長） 

湯本 文洋 （東小学校長） 

齋藤 義和 （西小学校長） 

山口 近  （山ノ内中学校長） 

宮崎 幸雄 （区長会会長・湯田中区長） 

湯本 憲市 （区長会副会長・前坂区長） 

保坂 克芳 （区長会副会長・須賀川区長） 

小河原 康貴（コミュニティスクールコーディネーター） 

佐藤 重子 （主任児童委員） 

 

（教育委員会） 

山ノ内町教育長                   柴草  隆 

       山ノ内町教育委員会事務局 教育次長         小林 元広 

       山ノ内町教育委員会事務局 学校教育係長       森川 昌俊 

       山ノ内町教育委員会事務局 教育指導主事       小林 妙子 

山ノ内町教育委員会事務局 学校教育係        畔上 俊樹 

山ノ内町教育委員会事務局 学校教育係        田中 稜平 

       

      傍聴者  １名 

 

○協議状況（議事要旨） 

１ 開会 

 ・小林次長開会の宣告。 

２ 委員長あいさつ    

 ・原委員長からあいさつをした。 

３ 会議事項 

 (1) 山ノ内町立統合小学校整備計画（案）について     資料１ 

・基本構想の変更点について小林指導主事から説明。 



・整備計画について修正点を森川係長から説明。 

 

・質疑等 

委 員： 今日の会議をもって「山ノ内町立統合小学校整備計画（案）」は（案）が

とれて正式なものとなるのか。 

事務局：本年度の統合準備委員会は本日で最後だが、整備計画としてまとめる時期

は今年度末ではない。３月１５日定例教育委員会、３月１７日総合教育会議

で統合準備委員会の経過報告を踏まえて、各会議で報告をする。年度が替わ

り、「山ノ内町立統合小学校整備計画（案） 」について、住民説明会、学校

等を対象にした説明会等を行い正式な計画としていく。 

 

委 員：整備計画が固まってから専門部会が開かれるのか、それとも専門部会を経

て整備計画策定となるのか。  

事務局：その点についてはこれから検討していく必要がある。 

 

委 員： 整備計画（案）９ページの通学路の地図は何を表しているのか。色がつい

ているところは徒歩通学などという意味か。わかりやすいようにコメントを

入れる必要があるのでは。 

事務局：統合小学校（案）の位置からの距離を目安として２ｋｍ、３ｋｍと表示し

区別し色付けした。その点説明のコメントを入れるようにする。  

 

委 員：「山ノ内町立統合小学校整備計画（案）」の（案）は準備委員会で議してと

るのか、定例教育委員会でとるのかそれとも総合教育会議でとるのか。 

事務局：来年度、住民説明会、統合準備委員会で議し、意見をもらう中で（案）を

更新していき、最終的には定例教育委員会、総合教育会議を経て（案）をと

る。 

 

委 員：いつ開校にするかをいつ明確にするか。 

事務局：整備計画をまとめた段階で施設整備の状況等を踏まえて開校目標年度を設

ける。 もうしばらく時間をいただきたい。 

 

委 員：１月２５日に資料１としてもらったフローのほうが整備計画（案）P5 に

あるスケジュールよりわかりやすいのではないか。 

事務局：整備計画（案）のスケジュールは大枠としてのものであり、フローは統合

準備委員会の業務と施設整備のフローである。専門部会等を踏まえた詳しい

ものも準備していきたいと思う。ただし、整備計画の中にフローは入れない。 

事務局：整備計画策定時には、開校目標年度を明確にしたスケジュールにする。開

校年度が決まればもう少し詳しい記載ができるようになる。 



 

委 員：子どもの意見も取り入れる場を設けてほしい。 

事務局：貴重な意見だと思う。意見集約の仕方を学校現場と検討していく。 

 

委 員：思い付きではあるが、総合型地域スポーツクラブで行ったような QR コー

ドを配布し、子どもと親が一緒に答えられる方法をとるなどもあると思う。 

事務局：他市町村事例を参考に検討していく。 

 

委 員：ソーラーパネルの設置は、雪の関係で厳しい点はあるかと思うが、ESD に

取り組んでいる中、代替で何かしら環境負荷に取り組むものを取り入れ、

学校施設自体がエコであるなどと子どもたちに伝えていければよい。 

  ㈱宮本：屋根にソーラー設置は現実的ではないが、バルコニーの手すり太陽光やガ

ラスに特殊フィルムの加工をする、太陽光だけでなく、水力や風の力を利

用したものを可視化できる仕組みなど山ノ内町の土地柄を生かしたもの

を考えていけたらと思う。 

 

  委員長：防犯面等はどう考えているか。 

  事務局：地域に拓かれた学校でありながら、防犯の安全面も考えた学校づくりを 

これから考えていきたい。 

                                                                 

(2) 令和５年度統合準備委員会構成について          

  令和５年度からの委員拡充、専門部会構成(案)について小林次長から説明。各団体

の状況等について意見交換。 

   

  委 員：保育園長の参加はどうか。 

  事務局：保育園主幹課や園長に意見を聞いてみたいと思う。 

 

・年度が替わり、今回が最後となる委員がほとんどであるため各委員一言ずつ言葉

をもらった。 

 

４ その他 

  ・委員長からあいさつをした 

   教育長からあいさつをした。 

   

５ 閉会 

 

添付資料 

 資料 1 山ノ内町立統合小学校整備計画（案）（3/9現在） 


